
道
宣
の
教
相
判
釈

西

量百

山

同
月
肘

P

一
、
は
じ
め
に

道宣の教相申l釈

個
人
あ
る
い
は
宗
派
の
仏
教
思
想
を
紐
解
く
上
で
、
教
相
判
釈
は
そ
の
有
用
な
尺
度
と
な
り
得
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
道
宣

(五
九

六
i
六
六
七
)
の
思
想
研
究
や
、
道
宣
を
高
祖
に
住
置
付
け
る
南
山
律
宗
の
教
学
研
究
に
お
い
て
も
、

道
宣
の
教
相
判
釈
に

つ
い
て
、
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」
れ
ま
で
少
な
か
ら
ず
の
言
及
が
な
さ
れ
て
き
た
。

管
見
の
限
り
、
道
官
一の
教
相
判
釈
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
「
宣
公
ノ
本
意
ハ
前
ニ
表
セ
シ
三
観
三
宗
ノ
判
釈
是
ナ
リ
」

の
見
解
を

①
 

一
不
す
村
上
専
精
氏
に
端
を
発
し
て
い
る
。
そ
の
三
観
三
宗
と
は
、
道
宣
の

『四
分
律
剛
繁
補
闘
行
事
紗
』
(
以
下

『行
事
紗
』
と
略
)

所
説
の
化
制
二
教
に
、
『行
事
紗
』
所
説
の
性
空

・
相
空

・
唯
識
の
三
観
と
、
道
宣
の

『四
分
律
剛
補
随
機
縄
磨
疏
』
(
以
下

『掲
磨

疏
』
と
略
)
所
説
の
有

・
空

・
円
の
三
宗
を
配
当
し
た
教
相
判
釈
で
あ
る
。
ま
た
、
同
氏
が

「之
ヲ
合
明
セ
ル

モ
ノ
ハ
、
律
宗
綱
要

上
叫ん一ニ

ナ
リ
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

三
観
三
宗
は
凝
然

(
一
二
四
O
i
一
三
二
こ

が

『律
宗
綱
要
』
に
紹
介
す
る
道
宣
の
教
相

判
釈
で
も
あ
る
。

②
 

そ
の
後
、

三
観
三
宗
を
道
宣
の
教
相
判
釈
と
す
る
解
釈
は
境
野
貰
洋
氏
に
よ
り
論
難
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

『行
事
紗
』
所
説
の

化
制
二
教
は
「
仏
教
を
大
別
し
た
」
も
の
に
過
ぎ
ず
、

『掲
磨
疏
』
所
説
の
三
宗
は
「
戒
体
を
論
ず
る
に
就
い
て
有
空
円
の
三
種
あ

る
こ
と
を
述
べ
」
た
も
の
で
あ
り
、

『行
事
紗
』
所
説
の
三
観
は

「憾
悔
を
説
明
す
る
に
就
い
て
、

教
理
上
よ
り
罪
の
本
性
を
観
ず



其
の
必
要
上
教
理
の
区
別
を
大
体
三
種
と
し
、
性
空
、
相
空
、
唯
識
の
三
教
を
説
い
」
た
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、

三
観
三
宗
を
構
成
す
る
化
制
二
教

・
三
宗

・
三
観
に
は
、

仏
陀
の
教
説
に
対
す
る

「価
値
判
断
の
意
を
含
ん
だ
教
判
論
の
義

は
な
い
」
と
し
て
、
「
道
宣
に
教
判
論
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
同
氏
は
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

る
憾
悔
の
意
を
述
べ
、

そ
れ
以
降
、
三
観
三
一
宗
を
道
宣
の
教
相
判
釈
と
す
る
解
釈
は
下
火
と
な
る
が
、
道
宣
に
教
相
判
釈
な
し
と
す
る
同
氏
の
見
解
は
必

ず
し
も
支
持
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
三
観
三
宗
に
代
わ
り
化
行
二
教

(
リ
化
制
二
教
)
を
道
宣
の
教
相
判
釈
と
す
る
解
釈
が
多
く
支

持
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
日
で
は
通
説
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
今
日
の
通
説
に
は
、
同
氏
に
よ
り
仏
陀
の
教
説
に

道宣の教相やl釈

対
す
る

「
価
値
判
断
の
意
を
含
ん
だ
教
判
論
の
義
は
な
い
」
と
評
さ
れ
た
化
制
二
教
を
道
宣
の
教
相
判
釈
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
や
、

『行
事
紗
』
所
説
の
化
行
二
教
を
道
宣
の
教
相
判
釈
と
し
て
採
用
し
、

『行
事
紗
』
に
お
い
て
所
説
の
異
な
る
化
制
二
教
と
同

一
視

③
 

す
る
こ
と
等
、
幾
っ
か
再
考
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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『行
事
紗
』
と
道
宣
の

『
四
分
律
合
注
戒
本
疏
』
(
以
下

『戒
本
疏
』
と
略
)
に
示
さ
れ
る
教
説
の
分
類
に

つ
い
て
の
記
述
を
考
察
し
、
道
宣
の
真
に
採
択
す
る
教
相
判
釈
が

『行
事
紗
』
所
説
の
化
制
二
教
や
化
行
二
教
で
は
な
く
、

『戒
本

疏
』
所
説
の
三
輪
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

二、

コ
何
事
紗
L

所
説
の
化
制
ニ
教
と
化
行
二
教

本
節
で
は
、

道
宣
の
教
相
判
釈
と
目
さ
れ
る

『
-
丁

有

F
b一

T
菖
可

&
u
』

所
説
の
化
制
二
教
と
化
行
二
教
に
関
す
る
記
述
を
改
め
て
考
察
し
、
化

制
二
教
と
化
行
二
教
の
説
か
れ
た
意
図
を
明
ら
か
に
し
、
加
え
て
、

両
二
教
の
同
奥
に
関
す
る
知
見
を
述
べ
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
、

『行
事
紗
』
所
説
の
化
制
二
教
に
つ
い
て
、
道
宣
は

『行
事
紗
』
巻
上
「
標
宗
顕
徳
篇
」
に
お
い
て
、

メ
ニ
セ
ハ

ヲ
チ

ハ

シ

ス

ノ

ヲ

ニ

セ

ハ

ヲ

チ

シ

ヲ

シ

テ

フ

ヲ

タ

ノ

ニ

スル

ヲ

ク

初

明

ニ順
戒
-則
三
宝
住
持
弁
ニ
比
丘
事
」
二
明
ニ
違
戒
-便
覆
斗
滅
正
法
-翻

種

ニ苦
業
」
但
諸
経
論
歎
ν
戒
文
多
、

随
ν
部
具
箭



モ

タ

シ

シ

相
亦
難
ν
尽
。

ン

テ

ノ

ヲ

タ

キ

ヲ

ハ

チ

リ

ニ

④

今
通
コ
括

一
化
所
説
正
文
-且
引
ニ数
粂
-余
便
存
ν
略。

と
、
戒
律
順
守
の
功
能
と
戒
律
違
犯
の
効
能
を
説
明
せ
ん
と
す
る
箇
所
の
官
頭
に

」れ
ら
の
功
能
を
説
明
す
る
た
め
に
仏
陀
の
教

説
を
総
括
し
て
、
諸
典
籍
に
数
多
あ
る
戒
律
賛
嘆
の
正
文
の
中
で
も
殊
に
重
要
な
も
の
だ
け
を
引
証
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
、
戒
律
順
守
の
効
能
を
説
明
す
る
際
、
道
宣
は
次
の
よ
う
に
諸
典
籍
に
あ
る
戒
律
賛
嘆
の
正
文
を
引
証
し
て
い
る
。

メ

ノ

ニ

カ

ツ

ヲ

ハ

シ

ニ

ハ

ク

ニ

メ

ニ

タ

カ

ツ

ヲ

ニ

ケ

ハ

ニ

シ

ノ

カ

ス

カ

ユ

ト

ハ

シ

初
中
分
ν
二。

前
約
二化
教
一
後
就
ニ制
門
」
初

又
分
ν
四
。

了
成
ニ小
乗
経
-者、

如
二般
泥
一但
経
明
-
(
中
略
)

二
小
乗
論
、
如
ニ

ノ

フ

カ

ニ

ト

ハ

ノ

ハ

ク

ニ

ト
ハ

ノ

ハ

ク

ニ

キ

テ

ニ

ニ

カ

ツ

ヲ

ニ

カ

セ
ハ

成
実
云
-
(
中
略
)
三
大
乗
経
者
、
華
厳
云

(
中
略
)
四
大
乗
論
者
、
智
論
一五

(
中
略
)
第
二
就
ニ制
教
日中
分
v
両
。
先
明
ニ

ヲ

ニ

ハ

ク

ニ

レ

ハ

ニ

ノ

シ

テ

ハ

ク

⑤

律
本
-者
、
僧
紙
中
云

(
中
略
)

二
依
ニ律
論
中
一
明
了
論
解
云

(後
略
)

道宣の教相判釈

す
な
わ
ち
、
道
宣
は
仏
陀
の
教
説
を
化
教
と
制
教
(
リ
制
門
)

に
大
別
し
て
お
り
、

化
教
に
は
小
乗
経

・
小
乗
論

・
大
乗
経

・
大

乗
論
の
区
分
を
設
け
て
、
そ
の
各
々
に

『般
泥
垣
経
』
・
『成
実
論
』
・
『華
厳
経
』
・
『大
智
度
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
典
籍
を
配
当

(
引
用
箇
所
で
は
紙
面
の
都
合
上
省
略
し
た
が
)
戒
を
賛
嘆
す
る
正
文
を
引
証
し
て
お
り
、
制
教
に
は
律
本

・
律
論
の
区
分
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し
て
、

そ
の
各
々
に

『摩
調
僧
抵
律
』
・
『明
了
論
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
典
籍
を
配
当
し
て
、

(
引
用
箇
所
で
は
紙
面
の
都
合

を
設
け
て
、

上
省
略
し
た
が
)
律
を
賛
嘆
す
る
正
文
を
引
証
し
て
い
る
。

『行
事
紗
』
所
説
の
化
行
二
教
に
つ
い
て
、
道
宣
は

『行
事
紗
』
巻
上

「序
」
に
お
い
て
、

ノ

ニ

チ

リ

ト

モ

シ

テ

ヲ

メ

シ

テ

ス

ト
⑥

第
七
道
俗
七
部
立
教
通
局
意
。
顕
理
之
教
乃
有
ニ多
途
」
而

可

ニ以
ν
情
求
大
分
為
v
二。

次
に
、

と
、
道
俗
七
衆
の
各
々
が
捧
持
す
べ
き
教
説
の
同
異
を
確
立
せ
ん
と
す
る

「第
七
道
俗
七
部
立
教
通
局
意
L

仏
陀
の
教
説
を
所
説
の
意
図
か
ら
収
拾
し
て
、

二
種
の
教
説
群
に
大
分
す
る
旨
を
述
べ
て
い
る
。

の
冒
頭
に
、
数
多
あ
る

第
一
の
教
説
群
に

つ
い
て
、
道
宣
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る。

ニ

フ

ト

レ

チ

ス

ニ

タ

ク

カ

シ

ヲ

セ

シ

ム

ヲ

一
謂
ニ化
教
J

此
則
通
ニ於
道
俗
」
但
汎
明
ニ因
果
-識
コ
達
邪
正
J

へ
⑦

述
。

セ

ハ

ノ

ヲ

ニ

シ

テ

ク

リ

科
ニ其
行
業
-沈
密

而
難
ν
知、

セ

ハ

ノ

ヲ

ニ

シ

テ

シ

顕
ニ其
来
報
一明

了

而

易
ν



道
宣
は
道
俗
七
衆
に
共
通
し
て
一不
さ
れ
た
仏
陀
の
教
説
群
を
化
教
と
総
称
し
て
お
り
、

悪
を
理
解
さ
せ
る
た
め
に
行
業
と
来
報
の
因
果
、
善
因
楽
果

・
悪
因
苦
果
の
道
理
が
示
さ
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
業
の

す
な
わ
ち
、

」こ

で
は
七
衆
に
行
業
の
善

如
何
を
詳
細
に
科
目
し
て
示
せ
ば
、

そ
の
内
容
は
繁
雑
に
し
て
難
解
と
な
る
が
、
化
教
で
は
来
報
に
重
点
を
置
い
て
行
業
の
善
悪
が

示
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
内
容
は
明
瞭
に
し
て
平
易
で
あ
る
と
道
宣
は
説
明
し
て
い
る
。

第
二
の
教
説
群
に
つ
い
て
、
道
宣
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

ニ

フ

ト

タ

ル

ニ

メ

テ

ノ

ヲ

テ

ノ

ヲ

シ

テ

ヲ

ス

ヲ

二
謂
ニ行
教
」
唯
局
ニ於
内
衆
」
定
ニ其
取
捨
-
立
ニ
其
網
致
一
顕
ニ於
持
犯
-決
ニ於
疑
滞
J

ヲ

ラ

カ

ユ

ス

ル

モ

ヲ

リ

ノ

⑧

罪

明

断

ν

事
有
ニ再
科
之
窓
J

指
ν
事
曲
宣
ν

文
無
二重
覧
之
義
一
結
v

す
な
わ
ち
、

道
宣
は
五
衆
に
限
局
し
て
示
さ
れ
た
仏
陀
の
教
説
群
を
行
教
と
総
称
し
て
お
り
、

こ
こ
で
は
五
衆
の
行
業
規
則
を
碓

道宣の教相判釈

五
衆
の
行
業
に
関
す
る
疑
念
と
滞
想
を
決
絶
さ
せ
る
た
め
に
行
業
の
持
犯
が

立
さ
せ
る
た
め
に
行
業
の
取
拾
が
示
さ
れ
、

加
え
て
、
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示
さ
れ
る
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
行
教
で
は
具
体
的
な
事
象
を
も
と
に
行
業
の
如
何
を
語
る
が
、

そ
の
中
に
重
複
し
た
内
容
は

行
教
で
は
出
世
間
に
お
け
る
規
則
違
犯
の
観
点
か
ら
当
該
の
事
象
を
断
罪
す
る
が
、

俗
世
間
に
お
け
る
法

一
つ
も
な
く
、

加
え
て
、

律
違
犯
の
観
点
か
ら
そ
れ
が
再
び
断
罪
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る
と
道
宣
は
説
明
し
て
い
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
二
教
の
本
質
の
異
同
に
つ
い
て
、
道
宣
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

レ

ハ

チ

ハ

シ

テ

ス

キ

ユ

ス

ル

コ

ト

ケ

ヲ

テ

ス

レ

ハ

ヲ

ラ

ス

ハ

ク

ノ

シ

テ

ニ

ス

ハ

ト

チ

シ

ニ

ノ

ス

ル

ハ

然

則

二
教

循

環

非
三無
ニ相
濫
J

挙
レ
宗
以
判
ν

理
自
彰
失
。
謂

内

心
違
順
、
託
ν
理
為
ν
宗
則
準
ヱ化
教
一
外
用
施
為
、
必
護
ニ

ヲ

チ

ル

ニ

ル

ニ

ス

ヲ

ハ

タ

ケ

ノ

ヲ

フ

ニ

ハ

ネ

テ

ス

ノ

ヲ

ニ

ノ

ハ

ク

ク

ル

ヲ

ハ

ク

ル

ケ

身
口

-便
依
ニ行
教
」
然

犯

ニ化
教
一者
但
受
ニ業
道

一
報
一
違
ニ行
教
-者
重
増
ニ
聖
制
之
罪
」
故
経
云
、
受
ν
戒
者
罪
重
、
不
ν
受

シ

ト

ユ

ク

ナ

リ

ニ

ニ

カ

ツ

ハ

ル

ヒ

テ

ノ

ニ

リ

ニ

フ

ル

ヲ

ノ

ヲ

ニ

ツ

ヲ

ク

テ

ス

ヘ

シ

⑨

者
罪
軽
。
文
広
自
明
。
所
以
更
分

者
、
恐
下
迷
ニ二
教
之
宗
体
一妄
述
中
業
行
之
是
非
日
故
立
二

門
ベ
永
用
錨
別
。

す
な
わ
ち
、

化
教
の
本
質
は
真
理
に
仮
托
し
て
意
業
の
違
順
を
正
す
こ
と
に
あ
る
の
で
、

化
教
に
違
犯
す
れ
ば
業
道
に
お
け
る

一

報
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
が
、
行
教
の
本
質
は
身
口
二
業
を
正
し
て
身
口
を
守
護
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
行
教
に
違
犯
す
れ
ば
業

道
に
お
け
る

一
報
に
加
え
て
、

五
衆
の
行
業
規
則
を
違
犯
し
た
罪
を
も
受
け
る
こ
と
に
な
る
と
道
宣
は
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、

上



記
の
内
容
は

『優
婆
塞
戒
勘
』
に
も
説
か
れ
る
よ
う
に
自
明
の
も
の
で
あ
る
が
、
後
学
が
二
教
の
本
質
の
異
同
を
理
解
せ
ず
に
行
業

の
是
非
を
語
る
こ
と
を
恐
れ
、
『行
事
紗
』
巻
上

「序
」
に
「
第
七
道
俗
七
部
立
教
通
局
意
」
の

一
門
を
設
け
、

改
め
て
こ
れ
を
示

し
た
と
道
宣
は
述
べ
て
い
る
。

道
宣
が

『行
事
紗
』
に
お
い
て
、

化
制
二
教
と
化
行
二
教
を
用
い
て
仏
陀
の
教
説
を
分
類
し
た
こ
と
に
間
違
い

は
な
い
。
し
か
し
、
境
野
黄
洋
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
道
宣
は
仏
陀
の
教
説
に
対
す
る
価
値
判
断
の
意
図
を
も
っ
て
化
制
二
教

・

化
行
二
教
を
立
て
た
と
は
考
え
が
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

化
制
二
教
が
述
べ
ら
れ
た
意
図
は
、
戒
律
順
守
の
功
能
を
説
明
す
る
こ
と

に
あ
り
、

化
行
二
教
が
述
べ
ら
れ
た
意
図
は
、
道
俗
七
衆
の
各
々
が
捧
持
す
べ
き
教
説
の
異
同
を
説
明
す
る
こ
と
に
あ

っ
た
か
ら
で

以
上
の
よ
う
に
、

ふめ
?
h
v

。

道立の教相'I~I釈

ま
た
、
今
日
の
通
説
の
よ
う
に
、

化
制
二
教
と
化
行
二
教
を
同
一
視
し
て
扱
う
こ
と
に
も
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
ぜ

そ
も
そ
も
道
宣
は

『行
事
紗
』
に
お
い
て
両
二
教
が
同

一
の
教
説
分
類
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
内
容
に
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な
ら
ば
、

お
い
て
も
両
二
教
を
同
一
視
出
来
る
積
極
的
な
証
拠
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。

年
不
詳
)

⑪
 

『行
事
紗
』
所
説
の
両
二
教
を
最
初
に
同
一
視
し
た
の
は
、
道
宣
門
下
の
上
足
と
伝
え
ら
れ
る
融
済
(
生
没

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
大
覚
す

i
七

一
二

i
?
)
が

管
見
の
限
り
で
は
、

『四
分
律
紗
批
』
巻

一
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

ト
ハ

ト

ハ

ノ

ト

ノ

ナ

リ

ケ

テ

ス

ト

フ

ハ

ト

ナ

リ

レ

ハ

チ

第
七
道
俗
七
部
立
教
通
局
意
者
。

七
部
出
家
五
衆
在
家
二
衆
。
名
為
ニ
七
部
」
言
ν
教
者
化
制
二
教
也
(
中
略
)
然
則
二

ト

ハ

ノ

ハ

ク

ニ

タ

リ

ニ

タ

リ

ニ

フ

ト

ト

⑫

教
循
環
非
無
相
濫
者
。
済
云
、

化
教
中
亦
有
ニ制
教一

制
教
中
亦
有
ニ化
教
」
故
日
ニ
相
濫
」

す
な
わ
ち
、
道
宣
が

『行
事
紗
』
巻
上

「序
」
で
化
教
と
行
教
の
関
係
性
を
述
べ
た

「然
則
二
教
循
環
非
無
相
撹
」
の
文
言
に
つ

い
て
、
融
済
が
こ
れ
を
化
教
と
制
教
の
関
係
性
と
し
て
解
釈
し
た
こ
と
を
大
党
は
紹
介
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
南
山
律
宗
第

⑬
 

二
祖
周
(
生
没
年
不
詳
)
の
門
下
と
伝
え
ら
れ
る
大
党
自
身
も
、
道
宣
が

『行
事
紗
』
巻
上

「序
」
で
述
べ
る
化
行
二
教
を
化
制



教
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
か
ら
、
南
山
律
宗
に
お
い
て
は
、

そ
の
初
期
か
ら
同
二
教
が
同

一
の
教
説
分
類
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
実
の
と
こ
ろ
、
道
宣
は

『戒
本
疏
』
巻

「摂
教
分
斉
L

に
両
二
教
が
異
な
る
教
説
分
類
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
道
宣
は

「摂
教
分
斉
」
の
前
半
部
分
に
、

ニ

ノ

ソ

ル

ヤ

セ

ヨ

リ

フ

ヲ

ニ

リ

ノ

ル

ノ

ハ

ク

ノ

ハ

ス

ス

ニ

ル

ノ

二
摂
教
分
斉
。
三
蔵
毘
尼
、
誰
不
二分
判
」
今

欽
ニ
昔
伝
」
各
有
ニ英
理
」
有
人
言。

如
来
化
用
必
約
二三
輪
」
(
中
略
)
有
人

ハ

ク

ノ

ハ

ヘ

ト

モ

ス

ト

ニ

ハ

テ

ヲ

テ

カ

ツ

ヲ

ル

ノ

ハ

ク

ハ

ヘ

ト

モ

ス

ト

ス

ル

ヘ

キ

ニ

言
。
三
輪
所
設
言三

通
ニ於
理
一
今
以
ニ化
行
二
教
-用
分
ニ諸
蔵
J

(

中
略
)
有
人
言。

化
行
二
教
言
ν

通

非
ν
拠
。
(
中
略
)

テ

ヲ

テ

メ

レ

ヲ

ス

ル

ハ

リ

テ

レ

ニ

ツ

ヲ

⑪

今
立
ニ制
聴
両
教
一用
摂
ν
斯
尽
(
中
略
)
有
入
国
ν
此

立二
化
制
二
教
」
(
後
略
)

道宣の教相判釈

と
、
過
去
に
律
蔵
に
主
眼
を
置
い
て
立
て
ら
れ
た
教
説
分
類
の
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
り、

三
輪

・
化
行
二
教

・
制
聴
両
教

・
化
制

二
教
の
四
説
を
、
四
人
の
古
師
が
提
唱
し
た
異
な
る
教
説
分
類
と
し
て
紹
介
す
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
道
宣
は

「
摂
教
分
斉
」
の
後
半
部
分
に
、

シ

テ

ノ

ヲ

シ

ス

ト

ニ

ニ

ニ

ナ

リ

⑬

今
解
ニ斯
意
二
円
三
為
ニ
三
門
司
。
一

欽
教
本
、

二
徴
昔
宗
、
三
立
正
義
。

と
、
欽
教
本

・
徴
昔
宗

・
立
正
義
の
三
門
か
ら
古
師
の
四
説
に
対
す
る
自
身
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
内
容
を
概
観
す
れ
ば
、

第

一
門
で
は
仏
陀
の
教
説
を
分
類
す
る
上
で
不
可
欠
な
要
素
に
つ
い
て
触
れ
、
第
二
門
で
は
化
行
二
教

・
制
聴
両
教

・
化
制
二
教
の

三
説
に
お
け
る
内
容
的
な
問
題
点
を
指
摘
し
、
第
三
門
で
は
三
輪
説
の
内
容
的
な
問
題
点
を
指
摘
し
て
是
正
し
て
お
り
、
殊
に
、
第

一
門
に
お
い
て
は
古
師
四
説
の
中
で
も
三
輪
説
だ
け
に
教
説
分
類
と
し
て
の
正
統
性
を
認
め
、
第
三
門
に
お
い
て
は
第

一
古
師
の
三

輪
説
を
刷
新
し
た
正
義
の
三
輪
説
を
提
唱
し
て
い
る
の
で
あ
る。

説
で
は
な
く
、

『戒
本
疏
』
の
記
述
か
ら
、
道
宣
が
古
師
の
四
説
に
お
い

て、

化
行
二
教

・
制
聴
両
教

・
化
制
二
教
の
三

三
輪
説
だ
け
に
正
統
性
を
認
め
る
理
由
に
つ
い
て
、
ま
ず
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。

そ
こ
で
、
次
節
で
は
、



一
、
道
宣
が
三
輪
説
に
正
統
性
を
認
め
る
理
由

初メ戒

序;率
教ノ
本ヲ巻

「
摂
教
分
斉
」
後
半
の
第

一
門
に
お
い
て
、
道
宣
は
古
師
の
四
説
に
次
の
よ
う
な
指
摘
を
加
え
て
い
る
。

士

ノ

ノ

メ

セ

ハ

ニ

レ

リ

ノ

ノ

ハ

タ

レ

ヲ

モ

テ

ス

ノ

ミ

ナ

リ

⑬

如
ニ上
四
宗
一
初
約
二三
輪
-此
有
z
誠
量
一
後
三
意
言
但
是
義
指
。

す
な
わ
ち
、

道
宣
に
よ
れ
ば
、

輪

四
人
の
古
師
が
提
唱
し
た
三
輪

・
化
行
二
教

・
制
聴
両
教

・
化
制
二
教
の
四
説
に
お
い
て
、

説
に
は
誠
量
が
あ
り
、

化
行
二
教

・
制
聴
両
教

・
化
制
二
教
の
三
説
に
は
誠
量
が
な
く
、

そ
の
意
義
し
か
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

道宣の教相やl釈

「誠
量
」
と
は
何
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
道
宣
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

ノ

ク

ス

ノ

ハ

メ

テ

シ

キ

ハ

ノ

キ

ノ

ヲ

テ

ム

ヲ

キ

ハ

ノ

ノ

ニ

メ

ヲ

経
論
広
演
。
其
量
極

多

。
如
ニ浬
般市
-説
ニ
半
満
両
字
-用
収
ニ大
小
J

如
ニ余
経
論
二二
歳
摂
ν
文、

チ

ノ

ニ

フ

ノ

ヲ

キ

ハ

ノ

タ

テ

ヲ

ト

ヲ

モ

テ

メ

ヲ

レ

ヲ

モ

テ

ク

⑫

即
三
蔵
外
加
二

雑
蔵
ベ
如
ニ大
釆
論
-但
立
ニ両
蔵
-菩
薩
声
聞

摂

ν
教
斯

尽

。
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で
は
、

ヒ

ハ

カ

チ

テ

ユ

ニ

或

分

三
大
小
-各
立
三四
蔵
ベ

道
宣
に
よ
れ
ば
、

誠
量
は
諸
典
籍
に
お
い
て
多
分
に
説
か
れ
て
お
り
、

『大
般
浬
繋
経
』
に
お
い
て
は
半
満
の
両
字

す
な
わ
ち
、

が
そ
れ
で
あ
り
、
諸
典
籍
に
お
い
て
は
三
蔵
や
、

三
歳
に
雑
蔵
を
加
え
た
四
蔵
を
大
小
に
分
別
し
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
り
、

『大
智

度
論
』
に
お
い
て
は
声
聞
と
菩
薩
の
両
蔵
が
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
。

つ
ま
り
、
誠
量
と
は

そ
の
教
説
分
類
の
根
拠
と
な
る
仏
陀
の

教
説
有ルを
人ノ意
言ハ 味
。ク し

如て
来ノい
化 る
用ハ 。
必、スこ
約スれ

三= を

長ニ雪
え

れ
ば

と
述
べ
、
三
輪
説
が

確
か
に
第

一
古
師
は
三
輪
説
を
説
明
す
る
中
で
、

キ

ハ

ノ

ノ

ノ

シ

ク

シ

テ

ク

ク

ヘ

シ

⑬

如
ニ律
本
中
三
事
教
化
-文

同

広

引

。

⑬
 

に
説
か
れ
る
三
事
教
化
を
根
拠
と
す
る
教
説
分
類
で
あ
る
こ
と
、

三
輪
説
に
誠
量
の
あ
る
こ
と
を

(
中
略
)

『四
分
律
』

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

化
行
二
教
と
制
聴
両
教
の
根
拠
に
つ
い
て
、
道
宣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ニ

ツ

ル

ハ

ヒ

ヲ

サ

レ

ト

モ

キ

ニ

ノ

ハ

ヒ

ヲ

ト
シ

テ

シ

ル

コ

ト

ニ

ス

カ

ラ

フ

ル

@

北
目
立
ニ

化
行
及
制
聴
一者
非
三

無
ニ其
吾一
同
一
言
須
ニ
恐
拠
一本

拠

莫

v
従
。
故
不
v
可
ν
用
。



す
な
わ
ち
、
道
宣
に
よ
れ
ば
、
化
行
二
教
と
制
聴
両
教
が
提
唱
さ
れ
た
昔
、

」
れ
ら
は
確
か
に
根
拠
を
備
え
て
い
た
が

そ
れ
は

仏
陀
の
教
説
を
根
拠
と
す
る
本
拠
で
は
な
く
、

仏
陀
以
外
の
者
の
解
釈
を
根
拠
と
す
る
浩
拠
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
を
教
説

分
類
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
道
宣
は
何
故
に
本
拠
の
有
無
に
執
心
す
る
の
か
。
そ
の
理
由
に

つ
い
て
、
道
宣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ノ

ハ

レ

ハ

ノ

ク

ル

ヲ

シ

ノ

ク

カ

シ

シ

テ

ヲ

テ

ヲ

ス

レ

ハ

ヲ

ニ

ク

ハ

ラ

ノ

ニ

ア

リ

@

末
代
凡
小
有
ニ所
立
言
】
須
三
得
二
本
拠
」
如
ニ
多
論
説
」
若
信
ニ
虚
想
-立
ν
教
判
ν

文
既
鉱
山
ニ依
承
一
斧
自
主
(
口
。

末
代
の
凡
小
は
本
拠
に
基
づ
き
自
身
の
見
解
を
語
る
べ
き
こ
と
が
諸
典
籍
に
説
か
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

す
な
わ
ち
、

自
身
の
虚

想
を
信
用
し
て
教
義
を
打
ち
立
て
仏
陀
の
教
説
を
解
釈
す
る
な
ら
ば
、

そ
こ
に
正
統
性
は
な
く
、

そ
の
者
は
斧
で
自
身
の
口
を
傷
付

道宣の教相判釈

け
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
使
用
さ
れ
る
斧
の
警
喰
は
、

@
 

等
が
自
身
に
妄
語
の
過
失
を
作
る
こ
と
を
説
明
す
る
際
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
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『行
事
紗
』
に
お
い
て
も
、
本
拠
に
基
づ
か
な
い
説
法

」
の
見
解
を
踏
ま
え
れ
ば
、
本
拠
に
基
づ
か
な
い
化

行
二
教
・
制
聴
両
教
・
化
制
二
教
の
三
説
を
採
用
す
れ
ば
故
妄
語
戒
に
違
犯
す
る
こ
と
に
な
る
と
道
宣
は
判
断
し
、

戒
め
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

三
説
の
採
用
を

し
か
し
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、
道
宣
は

『行
事
紗
』
に
お
い
て
は
化
制
二
教
と
化
行
二
教
の
教
説
分
類
を
採
用
し
て
お
り
、

そ

れ
は

『戒
本
疏
』
の
先
の
記
述
に
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
元
照
(
一
O
四
八

1
一
一
一
六
)
は

『四
分
律
行
事
紗

@
 

資
持
記
』
に
お
い
て
、

『行
事
紗
』
と

『戒
本
疏
』
の
各
々
に
説
か
れ
る
化
行
二
教
は
、
そ
の
名
称
は
同
じ
で
あ
る
も
内
容
は
異
な

『戒
本
疏
』
に
お
い
て
化
行
二
教
や
化
制
二
教
の
採
用
が
戒
め
ら
れ
る
理

る
と
し
て
、

こ
の
問
題
を
会
通
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、

自
は
、

そ
の
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

」
の
矛
盾
は
道
宣
の
思
想
の
変
容
に

そ
れ
が
本
拠
を
備
え
な
い
こ
と
に
あ
る
。
よ
っ
て
、

よ
り
生
じ
た
も
の
と
し
て
捉
、
え
た
方
が
合
理
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

今
日
の
通
拘
で
は
、

す
な
わ
ち
、

『行
事
紗
』
の
初
稿
は
貞
観

(六
二
九
)
年
あ
る
い
は
貞
観
四
(
六
三

O
)
年
、

@
 

『芝
苑
遺
編
』
は、

そ
の
重
修

は
貞
観
十
(
六
三
六
)
年
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
元
照
の

の
初
稿
を
よ
貝
観
八

『戒
本
疏
』

(六
三
四
)
年
と
伝



@
 

え、

『戒
本
疏
』
の
政
文
に
は
、

そ
の
重
修
が
永
徽
二

(
六
五
二
年
と
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
『行
事
紗
』
重
修
の
貞
観
十
年
よ
り

道
宣
の
中
で
教
説
分
類
に
対
す
る
理
解
に
変
化
が
生
じ
、
化
行
二
教
や
化
制
二
教

と
考、
え
る
こ
と
が
妥
当
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

『戒
本
疏
』
重
修
の
永
徽
二
年
の
聞
に
お
い
て
、

の
二
説
で
は
な
く
三
輪
説
を
採
択
す
る
結
果
に
至
っ

た、

ま
た
、
こ
れ
は
憶
測
に
過
ぎ
な
い
が
、
末
代
の
九
小
が
本
拠
に
基
づ
か
な
い
見
解
か
ら
仏
陀
の
教
説
を
解
釈
す
る
こ
と
を
戒
め
る

@
 

『四
教
儀
』
に
お
い
て
、
末
代
の
九
医
は
明
文
に
基
づ
か
な
い
見
解
か
ら
仏
陀
の
教
説
を
解
釈
す
る
こ
と
が
可

道
宣
の
主
張
に
は
、

能
で
あ
る
と
主
張
す
る
智
頻
(
五
三
八
1
五
九
八
)

ゃ
、
そ
こ
で
肯
定
さ
れ
る
前
代
の
諸
師
に
対
す
る
批
判
、

ひ
い
て
は
、

当
時
の

道宣の教訓3判釈

中
国
仏
教
界
に
お
け
る
行
き
過
ぎ
た
教
説
理
解
に
対
す
る
警
鐘
の
意
図
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
に
か
く
、
右
記
の
よ
う
に
道
宣
は、

『戒
本
疏
』
巻

一
「摂
教
分
斉
」
後
半
の
第
一

門
に
お
い

て
、
そ
れ
が
仏
陀
の
教
説
を
根

拠
と
す
る
教
説
分
類
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
化
行
二
教

・
制
聴
両
教

・
化
制
二
教
の
三
説
の
採
用
を
戒
め
、

三
輪
説
だ

-9-

け
に
教
説
分
類
と
し
て
の
正
統
性
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
記
述
か
ら
、
道
宣
が
教
説
分
類
と
し
て

の
正
統
性
を
認
め
る
第

一
古
師
の
三
輪
説
の
内
容
と
、

そ
れ
に
対
す
る
道
宣
の
見
解
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
思
う
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、
他
の
三
師
が
提
唱
す
る
三
説
の
内
容
と
、

そ

そ
こ
で
、
次
に
、

『戒
本
疏
』

れ
に
対
す
る
道
宣
の
見
解
に

つ
い
て
の
考
察
は
省
略
す
る
。

回
、
第
一
古
師
の
三
輪
説
と
道
宣
の
見
解

ま
ず
、
第

一
古
師
の
三
輪
説
に

つ
い
て
。
道
宣
は

『戒
本
疏
』
巻

一

「摂
教
分
斉
」
の
前
半
部
分
に
お
い
て
、
こ
れ
を
次
の
よ
う

紹
有ル介
入ノし
言ハて
。ク し、

如る
来ノ 。
化
用ハ
必ス
約ス

面会
み 山 ー

メ

テ

シ

ニ

ス

ト
ス
ル
ハ

ヲ

ナ

リ

ノ

創

通

ニ道
務
】要
先
ニ

神
足
-為
ニ無
信
-
也
。
由リ
四
詰忽

持丸

俗
!患
識ノ
ル未タ

H尭ラ

正
耳目ヲ

モ

ニ

ス

ト

雄
二為
間
揚
-



シ

ノ

ニ

ク

ス

ヲ

セ
シ

メ

ハ

ヲ

レ
テ

ヲ

シ

ス

レ

ナ
リ
ト

ハ

モ

ス

ト

ヲ

シ

テ

カ

シ

ム

ル

ニ

シ

事
如
ニ聾
替
」
故
須
ν
顕
ν
異。

骸
コ
動

耳

目

-畏
ν
威
持
子
信
ニ是
聖
人
J

身
雄
二伏
従
-智

開

無

ν
路。

ノ

ト

ハ

チ

ラ

カ

ナ

レ

ト

モ

ハ

ホ

ス

解
一也
。
神

解

乃

明

煩

惑

猶

結

。

ナ

リ

ノ

@

為
ニ無
証
-也
。

ニ

ス

ル

ハ

ナ

リ

故

説

法

為

ニ無

ス

キ
ニ

ヲ

モ

テ

ス

タ

リ

ト

ヲ

非
五
可
四
口
説
為
三
得
ニ
清
除
」

テ

ヲ

ヲ

シ

テ

ラ

シ

ム

コ

ト
ナ
リ

ニ

義
須
ニ
依
行
-魁
証

在

ν

己
。
故ニ
へ須ク

'憶
A 
.l!.~セ

す
な
わ
ち
、

第

一
古
師
に
よ
れ
ば
、

第

一
の
神
足

仏
陀
の
教
化
の
作
用
は
神
足
・

説
法

・
憶
念
の
三
輪
に
集
約
さ
れ
る
と
い
う
。

輪
と
は
、
仏
陀
の
説
法
に
聾
替
の
如
く
関
心
を
寄
せ
な
い
信
仰
な
き
者
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
教
化
の
総
称
で
あ
り
、
こ
の
教

道宣の教訓3判釈

仏
陀
は
異
事
を
顕
現
し
て
彼
ら
を
畏
怖
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
自
身
を
聖
人
と
し
て
信
仰
さ
せ
る
と
い
う
。
第
二
の
説

法
輪
と
は
、
神
足
の
教
化
に
よ
り
身
心
を
仏
陀
に
伏
従
さ
せ
る
も
、

智
慧
を
開
発
す
る
た
め
の
方
法
を
知
ら
な
い
了
解
な
き
者
を
対

象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
教
化
の
総
称
で
あ
り
、
こ
の
教
化
に
お
い
て
、
仏
陀
は
彼
ら
に
教
え
を
説

い
て
真
理
を
了
解
さ
せ
る
と
い
う
。

第
三
の
憶
念
輪
と
は
、
神
足
と
説
法
の
教
化
に
よ
り
仏
陀
を
信
仰
し
真
理
を
了
解
す
る
も
、
依
然
と
し
て
煩
悩
に
ま
と
い
つ
か
れ
る

証
悟
な
き
者
を
対
象
と
し
て
用
い
ら
れ
る
教
化
の
総
称
で
あ
り
、
こ
の
教
化
に
お
い
て
、
仏
陀
は
彼
ら
に
再
び
教
、
え
を
説
い
て
証
惜

10 

化
に
お
い
て
、

を
獲
得
さ
せ
る
と
い
う
。

ま
た
、
憶
念
の
教
化
に
よ
り
獲
得
さ
れ
る
証
悟
に
つ
い
て
、
第

一
古
師
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ト

モ

ニ

リ

ニ

ハ

ナ

リ
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ハ

ノ

シ

テ

ニ

ヒ

ヲ

ス
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v
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身
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J

常
志
憶
持
方
能
遠
離
。
故
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猿
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亦
如
ニ
利

轡
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ベ
常
当
四
制
ν
之
無
三
令

ニ

放

逸
J

由
三
摂
コ
持

威

儀

一正
離
ニ

非

法
-也
。

二

者

理
証
。
聖
所
説

シ
ク
ナ
リ

ノ

ハ

キ

カ

シ

ニ

ツ

テ

ヲ

ス

ヒ

テ

ノ

ニ

ナ

シ

ニ

ノ

ハ

ル

セ

シ

テ

ス

ス

ヲ

ニ

ヒ

テ

ニ

ク

ル

ヲ

教
同
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三
断
我
J

我
難
ν
制
故
先
以
ν
事
遮
。
随
ニ
我
欣
楽
町皆
約
二
不
作
一
我
所
ν
不
ν
欲
制

必

行
ν
之
。
故
於
ニ修
捨
-漸
得
ニ
調
伏
J

セ

ム

ヤ

ノ

ハ

レ

テ

ニ

タ

ス

ニ

ノ

シ

テ

ハ

ク

ト

ハ

ニ

シ

テ

ル

ニ

ス

ト

ハ

ニ

ク

ス

γ
テ

ノ

ヲ

ス

レ

ハ

ス

無

奈

我

本

触

ν
境
還
生
。
故
聖
制

言
、
三
毒
四
倒
所
ν

不
ν
応
ν

念、

三
善
四
観
常
須
ニ
依
行
J

窮
コ
検

我

源

-推

折

不

ν

へ

カ

ラ

へ

シ

ト

ラ

レ

ム

ヌ

タ

ニ

フ

ノ

ミ

ト

ヨ

リ

タ

ナ

リ
ト

ノ

ナ

ル

ハ

リ

テ

ニ

ル

リ

テ

ル

ハ

ニ

ノ

ナ

リ

キ

ハ

ノ

ノ

ノ

シ

ク

シ

テ

得

。
知

唯

妄

謂
ニ

本

来

無

我
J

此
理
明

白

由

ニ憶
念
-知
。
還

由
二本
説
一憶
念
輪
故
。
如
ニ律
本
中
三
事
教
化

1
X
同

ク
ク
ヘ
シ
@

広
引
。



す
な
わ
ち
、
第

一
古
師
に
よ
れ
ば
、
憶
念
の
教
化
に
よ
り
獲
得
さ
れ
る
証
悟
に
は
事
証
と
理
証
が
あ
る
と
い
う
。
第

一
の
事
証
に

つ
い
て
、
こ
れ
は
身
口
二
業
を
過
失
か
ら
遠
離
さ
せ
た
境
地
の
こ
と
で
あ
り
、
戒
を
憶
持
し
て
身
口
二
業
の
放
逸
を
防
い
だ
結
果
獲

得
さ
れ
る
証
悟
で
あ
る
と

い
う
。
第
二
の
理
証
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
心
を
我
執
か
ら
断
絶
さ
せ
た
境
地
の
こ
と
で
あ
り
、
先
に
我
執

の
好
む
身
口
二
業
を
捨
て
、

我
執
の
嫌
う
身
口
二
業
を
取
る
こ
と
に
よ
り
我
執
を
調
伏
し、

次
い
で
我
執
を
再
起
さ
せ
る
意
業
を
捨

て
、
そ
の
対
と
な
る
意
業
を
取
る
こ
と
に
よ
り
我
執
を
抑
制
し
た
結
果
獲
得
さ
れ
る
証
悟
で
あ
る
と
い
う
。

そ
し
て
、

仏
陀
の
教
化
を
神
足

・
説
法

・
憶
念
の
三
輪
に
、
憶
念
輪
に
よ
り
獲
得
さ
れ
る
証
悟
を
事

・
理
の
二
証
に
分
類
し
た
第

道立の教相判釈

一
古
師
は
、

三
蔵
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

レ

ニ

シ

テ

レ

ニ

ム

ル

ヲ

テ

ル

ヤ

ヲ

ノ

ハ

ニ

ス

ス

ヲ

ク

ノ

シ

ク

ク

ハ

ヨ

リ

ナ

リ

ノ

シ

テ

ニ

ス

ル

ニ

ス

リ

今
此
戒
学

是
後
輪
収
。
何
以
知
ν
之
。
経
中
所
序
前
必
現
ν
奇。

如
ν
是
同

関

本

為

ニ無
信
」
通
ν
理

達

致

要

在

二
言
」

ル

カ

ニ

ニ

シ

テ

ク

ク

ヲ

エ

ネ

テ

ヲ

シ

テ

ス

ニ

ハ

チ

ス

ラ

シ

テ

ニ

チ
ス
レ
ハ

ク

ツ

コ

ト

ヲ

シ

テ

ル
カ

ニ

エ

ク

白
ニ無
解
-故

広

引

ニ
警
法
」

放
列
ニ二
輪
-通

帰

ニ両
蔵
」
戒
則
不
ν
爾
。
約
ν
過
即
制

無
ν
待
ニ
放
光
一
奉
信
居
ν
懐
故
勝
二

ヲ

ヘ

ハ

ノ

ユ

シ

テ

ニ

ク

カ

シ

ス

セ

ヲ

シ

テ

カ

テ

ハ

ヲ

シ

ニ

ノ

@

六
事
ベ
随
ニ相
持
犯
-即
ν
事
易
ν
明

不

三労
ニ
愉
説
」

略

分
ニ
三
異
-如
二上
所
収
J

第
一
古
師
に
よ
れ
ば
、

そ
の
要
略
か
ら
三
蔵
の
異
同
を
分
類
す
る
と
、

経
蔵
で
は
教
え
を
説
く
前
に
必
ず
信
仰
な
き

す
な
わ
ち
、

者
の
た
め
に
奇
跡
が
発
現
さ
れ
、

教
え
を
説
く
際
に
は
了
解
な
き
者
の
た
め
に
嘗
喰
が
多
用
さ
れ
る
の
で
、

経
蔵
と
そ
の
注
釈
で
あ

る
論
蔵
は
神
足
輪
と
説
法
輪
に
帰
属
し
、
律
蔵
で
は
過
失
に
伴
い
そ
の
教
え
を
制
定
す
る
こ
と
か
ら
奇
跡
の
発
現
が
な
く
、
事
象
に

即
し
て
持
犯
を
説
明
す
る
こ
と
か
ら
警
喰
の
使
用
が
な
い
の
で
、
律
蔵
は
憶
念
輪
に
収
拾
す
る
と
い
う
。

以
上
が
第

一
古
師
の
提
唱
す
る
三
輪
説
で
あ
る
。
三
輪
と
い
う
呼
称
に
つ
い
て
は
、
吉
蔵

(五
四
九
i
六
二
三
)
が
主
張
す
る
根

本

・
枝
末

・
摂
末
帰
本
の
三
種
法
輪
や
、
法
相
宗
が
伝
持
す
る
有

・
空

・
中
の
三
転
法
輪
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
前
節
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、
第
一
古
師
の
三
輪
説
は

『四
分
律
』
所
説
の
三
事
教
化
を
根
拠
と
す
る
教
説
分
類
で
あ
り
、
そ
の
内
容
か
ら
も
三
種

法
輪
や
三
転
法
輪
と
は
異
な
る
三
輪
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
第

一
古
師
の
三
輪
説
に
対
し
て
、
道
宣
は

『戒
本
疏
』
巻
一

「摂
教
分
斉
」
後
半
の
第
三
門
冒
頭
に
お
い
て
、
次
の



よ
7 
今に
叙フ述
ー ρえ
正生 て
き宅ヲ い

る
還リ
ア

)1頂ス

初
アl'ニ

タ

ノ

ミ

セ

ト

モ

ヲ

タ

サ

ニ

ク

シ

テ

テ

ツ

ヲ
⑪

但
憶
念
輪
徴
ν

言
未
ν
尽
。
故
須
三
叙
引

用

分
ニ諸
致
J

ス

ヘ
シ

古
師
四
説
の
中
で
も
三
輪
説
だ
け
に
教
説
分
類
と
し
て
の
正
統
性
を
認
め
る
道
宣
で
あ

す
な
わ
ち

前
節
で
確
認
し
た
よ
う
に

る
が
、
第

一
古
師
の
憶
念
輪
に
対
す
る
解
釈
に
も
ま
た
問
題
が
あ
る
と
し
て
「
正
義
を
叙
ぶ
」
と
述
べ
、
第

一
古
師
の
三
輪
説
の
問

道宣の教相やl釈

題
点
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し、

こ
れ
を
是
正
し
て
い
る
。
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ユ
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故
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『四
分
偽』

道
宣
に
よ
れ
ば
、

神
足
と
説
法
の
教
化
を
受
け
た
者
が
真
理
を
体
得
す
る
事
例
が

す
な
わ
ち
、

等
に
も
少
な
か
ら
ず

紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
、

真
理
を
体
得
す
る
要
因
は
必
ず
し
も
憶
念
の
教
化
だ
け
に
限
定
さ
れ
な
い
と
い
う
。
そ
れ
で
も
な
お
、

仏
陀

が
憶
念
の
教
化
を
用
い
る
理
由
に

つ
い
て
、
真
理
の
了
解
は
説
法
の
教
化
に
よ
り
生
起
す
る
も
真
理
の
体
得
は
心
の
如
何
に
よ
り
生

起
す
る
も
の
で
あ
り、

か
っ
、
真
理
の
体
得
に
要
す
る
時
間
は
機
根
に
よ
り
異
な
る
の
で
、

利
根
の
者
は
説
法
を
聴
聞
す
れ
ば
即
座

に
真
理
を
体
得
し
、
そ
れ
以
上
に
仏
陀
の
教
化
を
必
要
と
し
な
い
の
に
対
し
て
、
鈍
根
の
者
は
説
法
を
聴
聞
し
て
も
即
座
に
真
理
を

体
得
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
内
容
を
記
憶
し
よ
う
と
試
み
る
も
失
念
し
、

そ
れ
以
上
に
仏
陀
の
教
化
を
必
要
と
す
る
こ
と
か
ら、

仏
陀
は
彼
ら
の
た
め
に
憶
念
の
教
化
を
用
い
る
と
道
宣
は
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、
憶
念
の
教
化
で
は
真
理
と
行
業
に
つ
い
て
の
教

え
が
説
か
れ
て
お
り
、
行
業
の
教
え
に
お
い
て
は
、
対
象
の
機
根
に
よ
り
内
容
に
浅
深
の
差
異
が
あ
る
も
、
そ
れ
ら
は
等
し
く
我
執

の
駆
遣
を
目
的
と
し
て
お
り
、
何
れ
も
真
理
の
体
得
を
目
的
と
す
る
行
業
に
他
な
ら
な
い
と
も
道
宣
は
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
正
義
の
三
輪
説
に
対
し
て
、
道
宣
は
次
の
よ
う
な
問
い
を
設
け
て
い
る
。

そ
の
上
で
道
宣
は



フ

ニ

ノ

ク

ハ

ヲ

チ

レ

ノ

ナ

レ

ハ

レ

ス

ニ

ニ

タ

ノ

ミ

ナ

ル

ヤ

@

問
。
為
ν
道
設
ν
教
乃
日
疋
仏
宗
斯
通
二
三
輪
一
。
量
唯
憶
念
。

す
な
わ
ち
、

真
理
を
体
得
さ
せ
る
こ
と
が
仏
陀
教
化
の
本
懐
な
ら
ば
、

そ
の
理
念
は
三
輪
全
体
に
共
通
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、

ど

う
し
て
正
義
の
三
輪
説
で
は
憶
念
輪
だ
け
に
そ
の
理
念
を
限
定
さ
せ
る
の
か
、

と
問
う
の
で
あ
る
。
こ
の
間
い
に
対
し
て
、

ト

道
宣
は

次
の
よ
う
な
答
え
を
設
け
て
い
る
。

フ

ハ

ル

カ

セ

ニ

レ

ナ

リ

ト
モ

ハ

ニ

ク

ニ

テ

ハ

ノ

シ

ノ

キ

ヲ

ソ

ク

ト

ナ

ル

ヤ

ノ

ミ

ノ

ス

ニ

タ

ニ

答
。
教
門
不
ν
塞
故
是
所
通
。
然

憶

念

輪

偏

懐
ニ内
衆
」
以
ニ
俗
居
事
乱
繁
慮
情
多
-何
能
静
処
。

思

択

非

ν
業
。
但
為
説

ス

レ

ハ

ハ

ニ

ケ
ト
モ

ヒ

テ

ニ

タ

ラ

ラ

ハ

ニ

シ

テ

ノ

ル

ハ

カ

ヲ

テ

ノ

サ

ル

ヲ

ユ

ナ

リ

ハ

チ

シ

ニ

ニ

リ

ノ

キ

、

リ

ヲ

法

利
者

先

開

於

v
彼
未
ν
悟
。
自

為

ニ
来
習
-不
三
説
ニ憶

念
-以
ν
非
ν

学
故
。
道
則
反
ν
俗
常
有
二時
功
」
近

遣
ニ墜
欲
一

キ

ハ

ス

ヲ

シ

サ

レ

ハ

ス

セ

ソ

ク

ス

ル

ヤ

@

遠

清

ニ
諸
惑
J

若
不
ニ
念
持
-何
能
通
会。

す
な
わ
ち
、
仏
陀
は
道
俗
を
問
わ
ず
に
衆
生
を
教
化
す
る
が
、
そ
も
そ
も
在
家
者
は
俗
世
間
に
身
を
置
く
限
り
、

利
根
の
者
で
あ

道宣の教判l判釈

っ
て
も
説
法
の
教
化
を
受
け
て
真
理
を
体
得
す
る
こ
と
は
な
く
、

た
だ
来
世
の
良
縁
を
望
み
仏
陀
の
教
化
を
受
け
る
ば
か
り
な
の
で
、
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仏
陀
は
彼
ら
に
憶
念
の
教
化
を
用
い
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
出
家
者
は
、
出
世
間
に
身
を
置
き
真
理
の
体
得
を
望
む
の
で
、

仏
陀
は
彼
ら
に
憶
念
の
教
化
を
用
い

る
。
し
た
が

っ
て
、
憶
念
輪
こ
そ
が
真
理
体
得
を
目
的
と
し
た
仏
陀
の
教
化
で
あ
る
、
と
道
宣

は
論
じ
て

い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
道
宣
は
正
義
の
三
輪
説
に
お
い
て
、
憶
念
輪
こ
そ
が
真
理
体
得
を
意
図
し
て
用
い
ら
れ
た
仏
陀
の
教
化
で
あ
る

〉」

1
レ、

こ
れ
を
も

っ
て
憶
念
輪
に
収
拾
さ
れ
る
律
蔵
の
重
要
性
を
一不
す
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

正
義
の
三
輪
説
に
お
い
て
は
、
経
蔵

と
論
蔵
に
対
す
る
律
蔵
の
優
位
性
を
主
張
す
る
意
図
は
な
く
、
あ
く
ま
で
三
蔵
に
お
け
る
律
蔵
の
中
心
性
を
論
じ
る
に
と
ど
ま

っ
て

い
る
。

と
は
い
え
、

仏
陀
の
教
説
に
お
け
る
本
懐
を
見
出
し
て
い
る
以
上
、
道
宣
の
三
輪
説
も
ま
た
、
仏
陀
の
教
説
に
対
す
る
「
価

値
判
断
の
意
を
合
ん
だ
教
判
論
」

で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る。



五

む
す
び

以
上
、

『戒
本
疏
』
に
お
け
る
道
宣
の
教
説
分
類
に

つ
い
て
の
記
述
を
考
察
し
た
。『
行
事
紗
』
の
記
述
に
お
い
て

道宣の教相判釈

『行
事
紗
』
と

は
、
化
制
二
教
と
化
行
二
教
が
教
相
判
釈
の
意
図
で
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
れ
ら
が
必
ず
し
も
同

一
の
教
説
分
類
と
断
言
出

来
な
い
こ
と
か
ら
、
化
行
二
教

(H
化
制
二
教
)
を
道
宣
の
教
相
判
釈
と
す
る
今
日
の
通
説
に
問
題
の
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ

た
。
ま
た
、

『戒
本
疏
』
の
記
述
に
お
い
て
は
、
道
宣
が
四
人
の
古
師
の
提
唱
す
る
四
説
に
対
し
て
、

化
行
二
教

・
制
聴
両
教

・
化

制
二
教
の
三
説
の
採
用
を
戒
め
、

三
輪
説
だ
け
に
教
説
分
類
と
し
て
の
正
統
性
を
認
め
、
さ
ら
に
は
、
第

一
古
師
の
三
輪
説
を
刷
新

し
た
正
義
の
三
輪
説
を
提
唱
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
し
た
が

っ
て
、
道
宣
の
主
張
す
る
教
相
判
釈
は
、
通
説
に
見
ら
れ
る
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よ
う
な
化
制
二
教
や
化
行
二
教
で
は
な
く
、
第

一
古
師
の
三
輪
説
を
刷
新
し
た
三
輪
説
に
こ
そ
あ
り
、

に
お
け
る
律
蔵
の

「中
心
性
」
を
主
張
し
た
と
い

っ
て
よ
い
の
で
あ
る
。

」
れ
を
も

っ
て
道
宣
は
三
蔵

が
延
宝
元

(
一
六
七
三
)
年
に
書
写
し
た
照
遠
宗
円

(
一
三

O
二

⑧

フ

ハ

ヲ

ノ

ヲ

ノ

ト
ナ
ス
ヤ

1
二
二
六

一
1
?
)
の

『終
南
山
金
玉
集
』
の
影
印
本
が
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、

「問
。
終
南
大
師
以
ニ何
義
理
二

代
教

耶
。ザ

と
、
道
宣
の
教
相
判
釈
に
関
す
る
論
題
が
収
録
さ
れ
、
道
宣
の
教
相
判
釈
と
目
さ
れ
る
種
々
の
思
想
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

@
 

ま
た
、
照
遠
宗
円
の

『資
行
抄
』
や

『警
意
抄
』
に
は
、
泉
涌
寺
の
思
允
(
一
二
一
一

1
一
二
八
七
)
が
道
宣
の
著
述
か
ら
特
定
の

@
 

教
相
判
釈
を
選
ぴ
取
ら
な
い
こ
と
や
、
西
大
寺
の
定

泉

(
一
二
七
三
1
一
三
二
一
)
が
三
輪
の
教
相
判
釈
を
道
宣
の
自
義
と
判
断
し

@

@

 

た
こ
と
、
東
大
寺
戒
壇
院
・
唐
招
提
寺
の
凝
然
が
道
宣
の
著
述
よ
り
三
宗
三
観
の
教
相
判
釈
を
見
出
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
照
遠
宗

⑫
 

円
自
身
は
三
観
を
道
宣
の
教
相
判
釈
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

今
般
、
南
都
伝
香
寺
よ
り
、
元
証

(
?
i
一
六
七
三
l
p
)

こ
の
よ
う
に
、

鎌
倉

・
南
北
朝
時
代
の
南
山
律
宗
内
に
お
い
て
、

道
宣
の
教
相
判
釈
に
つ
い
て
の
議
論
が
少
な
か
ら
ず
な
さ
れ
て



い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
れ
に
関
す
る
統
一
的
な
見
解
の
存
在
し
な
か
っ
た
背
景
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
道
宣
が
優
劣
と
異
な
る

観
点
か
ら
仏
陀
の
教
説
を
分
類
し
た
こ
と
が
影
響
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て

述
べ
た
い
と
思
う
。

②① 註

道宣の教相判釈

村
上
専
精

「道
宣
律
師
ノ
戒
律
宗
」

『仏
教
史
林
』
三
O
号
、

一
八
九
六
年

境
野
黄
洋

『支
那
仏
教
史
談
話
下
巻
』
共
立
社
、

一
九
二
九
年

境
野
黄
洋

『支
那
仏
教
史
の
研
究
』
共
立
社
、

一
九
三
O
年

③

境
野
賞
洋
氏
も
ま
た
「
此
の
行
教
は
つ
ま
り
戒
律
に
当
る
の
で
あ
る
が
、
或
は
之
を
制
門
と
も
い
ひ
、
化
教
に
対
し
て
制
教
と
も
言
つ

て
居
る
L

と
述
べ
て
お
り
、
化
行
二
教
と
化
制
ニ
教
が
同

一
で
あ
る
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。

④

『大
正
』
巻
四
0
・
凹
頁

・
下
段

⑤

『大
正
』
巻
凹
0
・
四
頁

・
下
段

1

五
頁

・
下
段

⑥

『大
正
』
巻
四
0
・
三
頁

・
上
段

⑦

『大
正
』
巻
四
0
・
三
頁

・
上
段

⑧

『大
正
』
巻
凹
0
・
三
頁

・
上
段

⑨

『大
正
』
巻
凹
0
・
三
頁

・
上
段

1

中
段

ル

ノ

シ

ク

ニ

ス

カ

ヲ

、

ヶ

ヲ

、

ス

ケ

⑬

『優
婆
塞
戒
経
』
巻
六

「五
戒
品
」
(
『大
正
』
巻
二
四

・
一
O
六
三
頁

・
下
段
)
「
如
=有
二
人
同

共
作
v
罪
。

一
者
受
ν
戒、

二
不
ν
受
ν

ヲ

ニ

タ

ル

ヲ

ハ

セ

ハ

チ

ク

ル

ケ

ヲ

ハ

セ

ハ

チ

戒
。
巴
受
ν
戒
者
犯
則
罪
重
、
不
ν
受
ν
戒
者
犯
則
罪
軽
。
」

フ

ノ

ヒ

ユ

ト

ナ

O

『宋
高
僧
伝
』
巻

一
四
「
唐
越
州
法
華
山
寺
玄
倣
伝
」
(
『大
正
』
巻
五

0
・
七
九
五
頁

・
中
段
)
「
遇
二崇
福
意
律
師
弁
融
済
律
師
」
皆

ニ
シ
テ

ト

νテ
ノ

ナ

リ

名
匠

一
方
南
山
上
足
。
」

⑫

『新
築
統
蔵
』
巻
四
二

・
六
二
一

頁

・
下
段

i

六
二
二
頁

・
上
段

ノ

ハ

ナ

リ

リ

ノ

⑬

『律
苑
僧
宝
伝
』
巻
六

「唐
大
党
律
師
伝
」
(『仏
全
』
巻

一
O
五

・
一
九
九
頁

・
下
段
)
「
律
師
名
大
党

。
為
ニ周
律
師
之
徒
J

」

E
U
 



道宣の教相l判釈

⑪

『新
築
絞
蔵
』
巻
三
九

・
七

一
凹
頁

・
中
段

1

七

一
六
頁

・
中
段

⑬

『新
築
絞
蔵
』
巻
三
九

・
七

二
ハ
頁

・
中
段

⑬

『新
築
統
蔵
』
巻
三
九
・
七

二
ハ
頁

・
中
段

⑪

『新
築
統
蔵
』
巻
三
九

・
七

一
六
頁

・
中
段

l

下
段

⑬

『新
築
統
蔵
』
巻
三
九

・
七

一
四
頁

・
下
段

l

七

一
五
頁

・
中
段

ニ

シ

ノ

ノ

ヲ

ケ

ヲ

ハ

リ
テニ

⑬

『四
分
律
』
巻
三
三

「受
戒
挺
度
」
(
『大
正
』
巻
二
二

・
七
九
七
頁

・
上
段
1
中
段
)
「時
世
尊
、
度
ニ此
千
党
志
一
授
エ具
足
-巳
、
将
一二

ラムト

ニ

ヒ

テ

ニ

ル

ニ

ノ

テ

ヲ

ス

ニ

ハ

ニ

ハ

ニ
ハ

ナ

リ

至
ニ
象
頭
山
中
J

於
=象
頭
山
中
-有
二千
比
丘
僧
一
以
ニ三
事
日教
化
。
一

者
神
足
教
化
、

二

者
憶
念
教
化
、
コ一

者
説
法
教
化
。
(中
略
)

ノ

ニ

テ

ノ

ヲ

ス

ノ

ヲ

ノ

ニ

ノ

ケ

ノ

ノ

ヲ

ハ

リ

テ
シ
テ

ニ

ト

ノ

ス

爾
時
世
尊
、
以
ニ此
三
事
-
教
コ
授
千
比
丘
」
爾
時
千
比
丘、

受こ
此
三
事
教
授
-己
、
即
ν
時
無
漏
心
解
脱
無
磯
解
脱
智
生
。
」

@

『新
築
統
蔵
』
巻
三
九
・

七

一
六
頁

・
下
段

@

『新
築
統
蔵
』
巻
三
九
・
七

二
ハ
頁

・
中
段

⑫

『行
事
紗
』
巻
中
「
随
戒
釈
相
篇
」
(
『大
正
』
巻
四

0
・
七
四
頁

・
中
段
)
「
多
云
、
不
妄
語
法
者
、
若
説
法
義
論
伝
語
、
一

切
是
非

レ
ラ
シ
テ
ス
コ
ト
ト
ユ
ム
レ
ハ
シ
テ
ラ
チ

キナ
リ

レ

ハ

ラ

ハ

リ

ト

ニ

莫
ニ
自
称

為
v

是
。
常
令
ニ
推
寄

有
v
本
則
無
ν

過
也
。
不
ν
爾
斧
在
三
日
中
J
L

@

『四
分
律
行
事
紗
資
持
記
』
巻
上
(
『大
正
』
巻
四

0
・
一
七
四
頁

・
中
段
)
「
如
ニ戒
疏
中
J

或

約

二三
輪
ザ或

約

三化
行
日或

約

二化
制
-

ヒ
ハ

ス

ニ

ニ

リ

ヲ

ニ

フ

ヲ

ヒテ

ニ

ス

タ

ク

ス

タ

リ

テニ

ホ
リ
ヒ
テ

ニ
チ
ス
ハ

エシテハ

ナリ

或

約

二制
聴
」
彼
取
コ三
輪
-今
用
ニ化
行
」
随
ν
時
用
与
。
未
三須
ニ
和
ム
ヌ
但
在
ν
古
猶
局
、
於
ν
今
乃
通
。
名
同

理

異

。
」

ヌ
ヘ
カラ

@

藤

善

良

澄

『道
宣
伝
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会、

二
O
O
二
年

@

『芝
苑
泣
編
』
巻
下
(
『新
築
統
蔵
』
巻
五
九

・
六
四
九
頁

・
上
段
)
「
四
分
律
合
註
戒
本
疏
四
巻
。
貞
観
八
年
製
。
永
徽
二
年
重
修
。」

@

『戒
本
疏
』
巻
凹
(
『新
築
統
蔵
』
巻
四

0
・
一
七
五
頁

・
上
段
)
「
永
徽
初
年
又
諮
ニ戒
本
及
注
解
疏
-
(
中
略
)
至
ニ
永
徽
二
年
九
月
十

ニ
ニ
シ
ヲ
ハ
ル

九
日
-方
為
ν
疏
詑
。
」

ニ
クシテ

テ
ヲ
シ
テ
ヲ

テ
ストハ

ヲ

フ
テ
ク
ツ
ルニ

@

『四
教
儀
』
巻

一

(『大
正
』
巻
四
六

・
七
二
三
頁

・
上
段

i

中
段
)
「

一
無
ν

文
立
ν
名
作
ν
義
以
通
ニ
経
教
-者
。
問

目
。
立
=
四

ノ

ヲ

シ

ケ

レ

ハ

ノ

ニ

キ

ヤ

ス

ヘ

テ

ハ

ク

ノ

ノ

ソ

ス

タ

シテ

ル

ヤ

ノ

ク

ト

ハ

ヲ

モ

テ

シ

ヲ

教
名
義
-若
無
ニ
経
論
明
文
-宣
可
二承
用
J

答

日

。
古
来
諸
師
講
説
、
何
必
尽

有

ニ経
論
明
文
」
如
ニ開
善
光
宅
五

時

明

v
義
、
荘
厳

ヲモ
テ

シ

ヲ

ハ

ト

ト

ヲ

モ
テ
ハ
ト
ト
ト

ヲ
モ
テ
ハ

ヲモテスルカ

ニ

ン

ナ

レ

フ

ノ

ニ

ニ

シテ

ス

ヲ

レ

ル

四

時

判

ν
教、

地
論
四
宗
五
宗
六
宗
、
摂
山
単
複
中
仮
、
興
白玉
四
仮
一

並

無

ニ
明
文
」
皆
是
随
ν
情
所
立

助
コ
揚
仏
化
」
其
有
ν
縁
者

カ

レ

ル

コ

ト

シ

ン

セ

ノ

ス

ル

ニ

ノ

ヲ

シ

テ

ニ

シ

ヲ

ヒ

テ
ニ

テ

ヲ

ヒ

ハ
リ

莫
ν
不
ニ
承
習
信
解
弘
宣
J

(

中
略
)
今

一
家
解
4

釈
仏
法
処
処
一
約
ν
名
作
ν
義、

随
ν
義
立
ν
名
、
或
有
三文
証
一
或
無
ニ文
証
」
若
有
二

ニ

ス

ニ

フ

ク

レ

ハ

タ

ク

ル

ヲ

フ

ハ

シ

ト

ト

ノ

ナ

ノ

ニ
シ
テ
ノ
ヲ
モ
テ

ス

ニ

ス

ル
ニ

ヲ

文
証
-故
不
ν
応
ν

疑
。
飢…
ニ
文
証
-者
亦
須
ν

得
ν
意
。
警

如
二神
農
一扇
鵠
華
陀
」
皆
古
之
聖
医
所
造
薬
対
治
。
世
撰
4

集

諸

経

-

ヘ

カ

ラ

ヘ

ン
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ニ

ノ

ハ

タ

ク

コ

ト

レ

ト

モ

ハ

ノ

ス

レ

ハ

タ

ス

ナ

ヘ

ル
ニ

チ

ノ

方
当
時
所
治
鉱
山
ν
往

不

ν

差
、
今
人

依

用

未

ニ必
皆
愈
J

而
即
末
代
凡
医
、

ス

ク

シ

テ

ノ

ヲ

シ

ノ

ク

ル

ニ

テ

ノ

ヲ

シ

ヲ

テ

レ

ハ

ヲ

タ

ル

ヤ

ノ

若
深
解
ニ此
愉
-通
-一
経
説
法
一

規
二時
事
所
宜
-作
ν
義
立
v

名、

亦
有
ニ何
失
ご

⑫

『

新
築
統
歳
』
巻
三
九

・
七

一
四
頁

・
下
段

@

『

新
築
統
蔵
』
巻
三
九

・
七

一
五
頁

・
上
段

1
中
段

@

『新
築
統
蔵
』
巻
三
九

・
七

一
五
頁

・
中
段

⑪

『新
築
統
蔵
』
巻
三
九

・
七

一
七
頁

・
上
段

@

『新
築
続
歳
』
巻
三
九
・
七

一
七
頁

・
上
段

1

中
段

ニ

ノ

テ

ノ

キ

ノ

ヲ

ナ

ヒ

ニ

ン

@

『四
分
律
』
巻
五

一
「
雑
擁
度
」
(
『大
正
』
巻
二
二

・
九
四
九
頁

・
上
段
)
「
時
諸
大
衆
、
見
二世
尊
如
ν
是
神
力
J

皆
大
歓
喜
得
ニ未曲目

ヲ

ノ

ス

ニ

テ

ノ

ノ

ヲ

ス

ル

ヲ

ノ

チ

ニ

ニ

シ
テ

エ

シ

ム

セ

ヲ

ニ

ヒ

テ

ユ

ノ

有
一
厭
離
心
生。

時
世
尊
、
観
下
諸
大
衆
得
ニ未
曽
有
-生
中
厭
離
心
r

即
為
無
数
方
便
種
種
説
法
令
三得
ニ歓
喜
J

時
於
ニ
座
上
-無
数
百
千

Y

テ

ヲ

人
、
遠
臨
附
垢
得
ニ法
眼
浄
」
」

@

『

新
築
続
蔵
』
巻
三
九

・
七

一
七
頁

・
中
段

@

『新
築
統
蔵
』
巻
三
九

・
七

一
七
頁

・
中
段

1

下
段

@

『終
南
山
金
玉
集
』
に
は
、
前
代
よ
り
南
山
律
宗
内
で
議
論
さ
れ
て
い
た

=

二

の
論
題
が
集
め
ら
れ
、
祖
文
を
引
証
し
伝
承
の
義
が

示
さ
れ
て
い
る
。
今
回
発
見
さ
れ
た
影
印
本
の
政
文
に
は
、
延
宝
元
ご
六
七
三
)
年
に
元
証
が
良
海
に
よ
る
文
安
二

(
一
四
四
五
)
年

の
書
写
本
を
親
木
と
し
た
こ
と
、
良
海
は
宗
円
に
よ
る
元
徳
四
(
二
三
壬

乙
年
の
書
写
本
を
親
本
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
徳

田
明
本
氏
は
、
こ
の
宗
円
を
泉
涌
寺
の
僧
、

同
時
代
の
照
遠
宗
円

(
二
ニ

O
二
1
一
三
六
一

i
?
)
を
唐
招
提
寺
の
僧
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
が
、

『終
南
山
金
玉
集
』
の
版
文
に
は
「
元
徳
四
年
二
月
五
日
(
中
略
)
沙
門
宗
円
仰
い
訓
竹

一
」、
宗
円
照
遠
の

『述
迩
抄
』
巻
第

四
下
政
文
に
は
「
子
時
正
慶
二
年
間
二
月
廿
九
日
(
中
略
)
小
比
丘
宗
円
叫
コ
仲
川
一一一
」
(『日
蔵
』
巻
凶

一
・
五

一
七
頁

・
上
段
)
と
あ
り
、

両
警
の
成
立
年
に
約

一
年
の
差
異
が
あ
り
、
両
者
の
法
服

・
世
寿
に
も
同
じ
く

一
歳
の
差
異
の
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
両
者
が
同

一

人
物
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
参
照

徳

田

明

本

『律
宗
概
論
』
(百
事
苑
、

一
九
六
九
年
)
、
同

『律
宗
文
献
目
録
』
(百
華
苑
、

一
九

七
四
年
)

@

『終
南
山
金
玉
集
』
巻
一
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⑮

現
存
す
る

『警
意
抄
』
の
写
本
に
は
、
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
本

(以
下

「東
大
寺
本
」
と
略
)
、
唐
招
提
寺
戒
学
院
所
蔵
本

「招
提
寺
本
」
と
略
)、
大
谷
大
学
図
書
館
所
蔵
本
(
以
下
「
大
谷
大
本
」
と
略
)
等
が
現
存
し
て
い
る
。

@

『資
行
抄
』
(『大
正
』
巻
六
二

・
二
七
三
頁

・
下
段
)
「

一
義
附
一L
吋
札
汀教

L
-札
一義
私
一
院
シテ
肱
ν
札
恥
ハ机
ニ三
乱
三
札
三
恥
化
私
一

ス
シ
モ
ス

カ
ラ一

ス

ノ

ハ

ス

ノ

ニ

ユ

テ

ヲ

ス

シ

モ

ス

セ

ノ

ヲ

必

不
三
可
ニ
二
主

白

木

祖
師
非
ニ法
相
之
宗
J

故
立
ν
義

必

不

ν
判
ニ一

代
時
教
ご

⑩

『警
意
抄
』
(「
東
大
寺
本
」
巻
上

・
一
八
丁

・
表
、
「招
提
寺
本
」
巻
三

・
三
五
丁

・
裏
、
「
大
谷
大
本
」
巻

一

ラ

ハ

テ

ノ

ヲ

キ

ヤ

ス

ノ

ノ

ト

l

、
ノ
ハ
タ
シ
ト
ス
ト

匁
者
、
以
ニ三
輪
摂
教
-可
三為
ニ今
師
判
教
之
自
義
-耶
。
似
云
。

可
三為
=自
義
-也
。
」

@

『枇宮
意
抄
』
(「東
大
寺
本
」
巻
上

・
二
一

丁

・
表

1

築
、
「
招
提
寺
本
」
巻
三

・
三
八
丁

・
裏、

ノ

ノ

ハ

ノ

ナ

リ

「三
宗
三
観
判
教
義
、
和
上
然
公
大
徳
御
義

也
。
」

⑫

『管
意
抄
』
(
「
東
大
寺
本
」
巻
上

・
二
O
了

・
裏
、
「
招
提
寺
本
」
巻
三

・
三
八
丁

・
表、

ハク
7

「

テ
ノ
ヲ
キ
ナ
リ
ス
ト

ノ

ノ

ト

云

仰
向
。
以
ニ三
観
教
-
可
三
為
ニ姐
師
判
教
自
義
-也
。
」

(以
下

-
六
七
丁

・
表
)「
若

寸大
谷
大
本
」
巻

一
-
七
O
了

・
裳
)

「大
谷
大
本
」

巻

一
・
七
O
丁

・
表
)「

一
義

キ
ー
ワ
ー
ド

道
宣
、
教
相
判
釈
、

三
輪
、
南
山
律
宗

nδ 


